














１. 竹盛浩二 （大学教育センター 准教授）
２. 若松正晃 （大学教育センター 講師）
３. 劉 国彬 （大学教育センター 准教授）
４. 小野太幹 （大学教育センター 准教授）
５. 関田隆一 （工学部 准教授）
６. 内垣戸貴之 （人間文化学部 准教授）
７. 大西正俊 （薬学部 講師）
14：20～15：00 第２部 提言と討論



























































































































































している。授業においてレッスンを重ね、6 月と 11 月の年 2 回の検定合格を目指す。こ


































おいて）という興味深い結果がある。１ヶ月 0冊よりも 1～ 3冊の方が読解力の偏差値が





タを学科ごとに整理し、2+1 領域、すなわち〈文法〉〈語彙〉〈総合問題＝読解〉の 3 領域






















前提として、教養科目の英語では、英語 I から英語 IV まで、ナンバリング制を採用し
ている。すなわち、下位科目の単位を取得していないと上位の科目を履修することができ
ない。英語 IV のさらに上位科目として専門英語を設け、英語 IV を専門英語をはじめ専
門教育への接続科目として開講している。このように、本学では 1年生から 3年生までに
必修科目としての英語を 6単位取得しなければ卒業要件を満たさないことになる。
それゆえ、共通教育科目である英語 I から英語 IV の各授業担当者は、英語 I と II は高





している。Intermediate クラスと Pre-Intermediate クラスには英語ネイティブ教員と日本人
教員をバランスよく配置し、4技能をまんべんなく学修できるようにしている。
２. 英語の現状
本シンポジウムでは、本年度 2年生が前年度 1年生の時に受けた 2回のプレイスメント
テストの点数を出発点に、本学が抱える問題を提起した。本学では、入学直後（4月）に 1
回目のプレイスメントテストを実施し、そのデータを英語 I・II のクラス分けに用いてい
る。2 回目のテストは 1 月に実施し、英語 III・IV のクラス分けに用いている。4 月から
の推移を分析した結果、2 回のプレイスメントテストの結果が下がっている傾向にあるこ
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『福山大学十年史』「福山大学十年史」編集委員会、昭和 60年 10月 15日発行。
『福山大学二十年史』「福山大学二十年史」編集委員会、平成 7年 5月 10日発行。
『福山大学三十年史』「福山大学三十年史」編集委員会、平成 17年 5月 15日発行。




















































































① 本学工学部１年 専門基礎必修の物理学 I 履修者 ５４名
② 本学薬学部１年 選択必修の化学平衡 履修者 １４７名
③ 論文作成を一通り経験済み（文章作成力が向上している）の比較対象として同志社



































5)文書作成の知的テクニック － ○ 要検討
6)知的な図の作成と作図力学 － ○ 要検討
7)知的な表の作成 － ○ 要検討
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【２】今後、講演会・シンポジウムを企画する際の参考にしたいと存じますので、引き続きアンケート
にご協力ください。 
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５-２. 「言語教育を考える」将来への道筋
学生の多様化が進むなか、学生の言語能力をあらためて問い直してみる必要がある。本
シンポジウムを通して、学生の思考力、コミュニケーション力について、私たちは日々ど
のように実感しているのかを共有することができた。
学生の言語能力の実態を改善していくためには、各学部・学科に通底するものとしての
「言語教育」を構想し、学生の言語能力に関
する問題意識を共有化することが緊急課題で
ある。各パネラーの課題提供から、教員間の
全学的な有機的連携の必要性を確認できたの
ではないか。
私たちが問い直すのは触媒としての「言語
教育」である。共通教育における狭義の言語
教育だけを言うのではない。共通教育とも連
動しながら専門各々で営まれる、言葉を軸に
定位し直したところの専門教育そのものの問
い直しである。
本シンポジウムを終えるにあたり、言語教
育を分析的に見てみると、少なくとも３つの
要素が共通教育及び専門教育に通底するもの
としてあるのではないか。これは、言語教育
を考える際の見取図となるはずである。すな
わち、「What」、「How」、「Why」を循環させる
こと、折に触れてこのことを意識することが重要である。「何を学ぶのか」、「どう学ぶの
か（学ぶことを学ぶ）」、「なぜ学ぶのか」、これら3つの要素を行き来しながら、日ごろの
コミュニケーションのみならず、授業での教材開発、また指導法を見直していくことが要
求されるのではないか。そのような営みの積み重ねの向こうには、学部・学科を超えた言
語教育の共通項のようなものが見えてくるのではないか。
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